
常任委員会委員 

議会において選任された委員・議員 

委
　
　
　
　
　
員

委
　
　
　
　
　
員 

委 員 会 名

監　査　委　員 千葉県競馬組合議会議員
君津広域水道企業団

議会議員

総合企画
水　　道

総　　務 健康福祉 環境生活
警　　察

商工労働
企　　業

農林水産 県土整備 文　　教

委　員　長 渡辺　芳邦 
（自民党） 

石毛　之行 
（自民党） 

谷田部勝男 
（自民党） 

臼井　正人 
（自民党） 

臼井　正一 
（自民党） 

信田　光保 
（自民党） 

服部　友則 
（自民党） 

西田三十五 
（自民党） 

副 委 員 長 伊藤　　勲 
（自民党） 

石橋　清孝 
（自民党） 

皆川　輝夫 
（自民党） 

阿井　伸也 
（自民党） 

鈴木　昌俊 
（自民党） 

山口　　登 
（自民党） 

佐藤　正己 
（自民党） 

鐡本　　充 
（自民党） 

自　民　党

川名　寛章 

宍倉　　登 

大松　重和 

武田　正光 

林　　幹人 

石井　利孝 

田中　豊彦 

秋山　光章 

木下　敬二 

遠藤　澄夫 

近藤喜久夫 

伊藤　　丈 

江野澤吉克 

大野　　眞 

浜田　穂積 
酒井　茂英 
成尾　政美 
岡村　泰明 
西尾　憲一 
西田　　譲 

斎藤　万祐 

中村　昌成 

田中　宗隆 

今井　　勝 

伊藤　昌弘 

田久保尚俊 

河上　　茂 

木名瀬捷司 

山中　　操 

松下　浩明 

本清　秀雄 

阿部　紘一 

鈴木　　衛 

亀田　郁夫 

瀧田　敏幸 

民　主　党
河野　俊紀 
花崎　広毅 
礒部　裕和 

田中　信行 
小泉　文人 
布施健太郎 

堀江　はつ 
高松健太郎 

杉田　守康 
遠藤　英喜 
矢崎堅太郎 

天野　行雄 
篠崎　史範 

田中　　明 
岩井　　覚 
横堀喜一郎 

田中　宗隆（自民党） 
服部　友則（自民党） 
鈴木　　衛（自民党） 

渡辺　芳邦（自民党） 
川名　寛章（自民党） 
田中　信行（民主党） 

黒田　　雄 
高木　　衛 

湯浅　和子 
竹内　圭司 
石井　宏子 

公　明　党 塚定　良治 赤間　正明 秋林　貴史 吉野　秀夫 

佐野　　彰 

石川　信一 阿部　俊昭 

共　産　党 小松　　実 丸山　慎一 三輪　由美 

川本　幸立 

藤井　弘之 

岡田　幸子 

市民ネットワーク

 社　民　党

無　所　属

無所属市民の会

大野　博美 

小宮　清子 

吉川　　洋 
伊藤　和男 
佐渡　　斉 

委
員
外
議
員 

阿部　紘一 
（自民党） 
田中　宗隆 
（自民党） 

議 会 運 営  
委員会委員 

鈴木　良紀 

宇野　　裕 

小島　武久 

矢野　光正 

内田　悦嗣 

丸山　慎一 
大野　博美 
小宮　清子 
吉川　　洋 
伊藤　和男 
佐野　　彰 
佐渡　　斉 

伊藤　　丈 
伊藤　　勲 
鐡本　　充 
矢野　光正 
臼井　正人 
信田　光保 
木下　敬二 
大野　　眞 
内田　悦嗣 
杉田　守康 
湯浅　和子 
花崎　広毅 
布施健太郎 
藤井　弘之 

　6月12日の招集日に知事から報告のあった県
政の諸問題について、その要旨をお知らせします。 
 
　本県にとって歓迎すべきこととして、来年7
月の洞爺湖サミットに向けた一環で、気候変動
問題やクリーンエネルギーなどについて話し合
う国際会議、「G20グレンイーグルズ閣僚級対
話」が、来年3月に千葉市で開催されます。 
　現在、県では、環境政策のマスタープランで
ある「環境基本計画」の見直しや、都道府県レ
ベルでは初の「（仮称）生物多様性ちば県戦略」
の策定等を進めていますが、国際的な気運の高
まりを取り込みながら、県民が環境を自分のこ
ととして考え、その保全に主体的にかかわる「環
境自治」の取り組みを確固たるものにする絶好
の機会です。 
 
　6月7日、京葉臨海コンビナートに立地する
企業11社と国・県が共同で「エネルギーフロ
ントランナーちば推進戦略」を公表しました。 
　これは、各企業の国際競争力の強化と地域と
の共生を実現するための将来モデルなどを示し
たものです。 
　今後、熱や電力の供給システムの整備などに
よるコンビナート全体の省エネ化や周辺地域と
企業が協働した環境調和型の地域づくりが展開
されます。 
 
　昨年、農業産出額が全国第4位に転落しまし
たが、今年度は、全国第2位の座の確実な奪還
に全力を挙げていきます。 
　そこでまず、園芸・農産・畜産などの部門別
の緊急戦略を早期に策定します。商品開発やマ
ーケティングなど民間の手法を取り入れた販売
戦略を土台とした、売れる農産物づくりがねら
いです。 
　また、現在策定を進めている中長期的な農業
戦略である「農業・農村づくり計画（仮称）」
では、千葉県農業の将来像を構築し、その実現
の道筋を明らかにします。 
　さらに、水産業についても、生産者にとって
将来に希望が持て、消費者ニーズに的確にこた

える「千葉県水産業振興方針」を策定すること
にしました。 
 
　健康・医療・福祉の分野は、国においてさま
ざまな制度改革が行われていますが、それぞれ
が縦割りの改革となっています。 
　そのため県では、縦割りの垣根を取り除くよう、
健康づくり、医療、福祉の取り組みを連動させ
た一体的な政策展開を進めています。 
　今年度、「健康ちば21」、「千葉県保健医療計画」、
「千葉県地域福祉支援計画」について、分野の
壁を超えた横断的な見直しを行っていきます。 
 
　昨年度から、「千葉県教育の戦略的なビジョン」
の策定に取り組んできましたが、「タウンミーテ
ィング」や「中学生・高校生との交流会」など
約10万人の方々の熱い議論を受けて、ビジョ
ンの原案がまとまりました。 
　今後、本会議での意見を踏まえ、7月にはビ
ジョンを策定し、本県の未来を担う「ちばっ子」
の育成に努めていきます。 
 
　最後に、成田・羽田問題についてですが、「成
田は国際線の基幹空港」という認識を、世論に
強く訴えていくことが重要だと認識しています。 
　そのためにも、首都圏中央連絡自動車道、成
田新高速鉄道の整備などとともに内陸空港の利
点を生かした「成田」ならではの新しい国際空
港都市づくりを推進していきます。 
 
　その他、「第4次千葉県国土利用計画」・「市町
村合併」等県政運営の基本的な方向、当面する
諸課題及び「千葉県硫酸ピッチの生成の禁止に
関する条例」等の議案の概要説明がありました。 

所信表明  
の 知 事 

           

 ■
六
月
二
十
日（
水
）
 

小
松
　
実
　
議
員
（
共
産
党
） 

▽
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

▽
増
税
・
負
担
増
に
つ
い
て 

▽
子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て 

▽
青
年
の
雇
用
問
題
に
つ
い
て 

堀
江
　
は
つ
　
議
員
（
民
主
党
） 

▽
医
療
の
安
心
・
安
全
確
保
策
に
つ
い
て 

▽
福
祉
問
題
に
つ
い
て 

▽
多
重
債
務
の
問
題
に
つ
い
て 

▽
東
武
野
田
線
の
平
面
交
差
踏
切
の
改
善

に
つ
い
て 

川
本
　
幸
立
　
議
員（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
） 

▽
土
気
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
削
減
に
つ
い
て 

▽
県
立
博
物
館
と
行
財
政
改
革
に
つ
い
て 

▽
ニ
ュ
ー
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
千
葉
の
経
営
改
善
に
つ
い
て 

▽
酒
々
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
計
画
と
酒
々

井
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て 

臼
井
　
正
一
　
議
員
（
自
民
党
） 

▽
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

▽
治
安
対
策
に
つ
い
て 

▽
企
業
庁
事
業
に
つ
い
て 

▽
障
害
福
祉
に
つ
い
て 

 

■
六
月
二
十
一
日（
木
） 

鈴
木
　
衛
　
議
員
（
自
民
党
） 

▽
三
番
瀬
に
つ
い
て 

▽
道
路
問
題
に
つ
い
て 

▽
鐚
南
広
域
公
園
に
つ
い
て 

▽
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て 

石
井
　
宏
子
　
議
員
（
民
主
党
） 

▽
教
育
に
お
け
る
戦
略
的
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て 

▽
放
課
後
こ
ど
も
教
室
に
つ
い
て 

▽
女
性
・
若
者
・
高
齢
者
等
の
就
労
支
援

に
つ
い
て 

▽
障
害
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て 

西
尾
　
憲
一
　
議
員
（
自
民
党
） 

▽
地
球
温
暖
化
対
策
条
例
制
定
に
つ
い
て 

▽
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
作
成
支
援
に
つ
い
て 

▽
千
葉
県
国
土
利
用
計
画
に
つ
い
て 

▽
悪
質
商
法
対
策
に
つ
い
て 

秋
林
　
貴
史
　
議
員
（
公
明
党
） 

▽
公
共
事
業
コ
ス
ト
構
造
改
革
に
つ
い
て 

▽
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に
つ
い
て 

▽「
ち
ば
中
小
企
業
元
気
戦
略
」に
つ
い
て 

▽
県
水
道
局
古
ヶ
崎
浄
水
場
に
つ
い
て 

秋
山
　
光
章
　
議
員
（
自
民
党
） 

▽
農
業
問
題
に
つ
い
て 

▽
館
山
工
業
団
地
に
つ
い
て 

▽
国
体
開
催
に
係
る
館
山
運
動
公
園
の
整

備
に
つ
い
て 

▽
道
路
問
題
に
つ
い
て 

阿
井
　
伸
也
　
議
員
（
自
民
党
） 

▽
成
田
・
羽
田
空
港
問
題
に
つ
い
て 

▽
職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て 

▽
観
光
立
県
に
つ
い
て 

▽
入
札
・
契
約
制
度
に
つ
い
て 

 

■
六
月
二
十
二
日（
金
） 

篠
崎
　
史
範
　
議
員
（
民
主
党
） 

▽
成
田
新
高
速
鉄
道
と
北
千
葉
道
路
の
整

備
に
つ
い
て 

▽
大
柏
川
第
二
調
節
池
の
整
備
に
つ
い
て 

▽
県
所
有
の
遊
休
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て 

松
下
　
浩
明
　
議
員
（
自
民
党
） 

▽
市
町
村
合
併
・
地
域
医
療
に
つ
い
て 

▽
Ｊ
Ｒ
総
武
本
線
の
複
線
化
に
つ
い
て 

▽
千
葉
県
環
境
学
習
基
本
方
針
に
つ
い
て 

▽
教
育
問
題
に
つ
い
て 

佐
藤
　
正
己
　
議
員
（
自
民
党
） 

▽
未
利
用
県
有
財
産
に
つ
い
て 

▽
住
宅
用
火
災
報
知
器
に
つ
い
て 

▽
中
小
企
業
の
育
成
に
つ
い
て 

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て 

大
野
　
眞
　
議
員
（
自
民
党
） 

▽
印
旛
沼
に
つ
い
て   

▽
酒
々
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て   

▽
若
草
大
橋
に
つ
い
て   

▽
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
に
つ
い
て 

伊
藤
　
昌
弘
　
議
員
（
自
民
党
） 

▽
印
旛
沼
の
水
質
浄
化
対
策
に
つ
い
て 

▽
印
旛
沼
周
辺
河
川
の
治
水
対
策
に
つ
い
て 

▽
道
路
問
題
（
国
道
二
九
六
号
バ
イ
パ
ス
）

に
つ
い
て 

▽
道
路
問
題
（
県
道
佐
倉
印
西
線
）
に
つ

い
て 

 

■
六
月
二
十
五
日（
月
） 

山
中
　
操
　
議
員
（
自
民
党
） 

▽
県
立
保
健
医
療
大
学（
仮
称
）に
つ
い
て 

▽
千
葉
県
版
Ｃ
Ｌ
Ｏ
に
つ
い
て 

▽
県
営
住
宅
に
つ
い
て 

▽
千
葉
港
に
つ
い
て 

佐
渡
　
斉
　
議
員
（
無
所
属
） 

▽
「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮

ら
し
や
す
い
千
葉
県
づ
く
り
条
例
」
に

つ
い
て 

▽
障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て 

▽
家
畜
飼
料
高
騰
に
伴
う
畜
産
対
策
に
つ

い
て 

▽
道
路
問
題
に
つ
い
て 

布
施
　
健
太
郎
　
議
員
（
民
主
党
） 

▽
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て 

▽
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て 

▽
地
域
福
祉
に
つ
い
て 

瀧
田
　
敏
幸
　
議
員
（
自
民
党
） 

▽
教
育
問
題
に
つ
い
て 

▽
医
療
問
題
に
つ
い
て 

▽
鉄
道
・
道
路
問
題
に
つ
い
て 

▽
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て 

伊
藤
　
勲
　
議
員
（
自
民
党
） 

▽
成
田
空
港
問
題
に
つ
い
て 

▽
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て 

▽
食
料
問
題
に
つ
い
て 

▽
農
業
問
題
に
つ
い
て 

一
般
質
問 

六
月
定
例
会
で
の
質
問
者
と 

質
問
事
項 

紙
面
の
都
合
上
、
一
人
四
項
目
ま
で 

掲
載
し
て
い
ま
す
。 

（平成１9年5月16日現在）  

（平成１9年5月16日現在） 
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